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惜しまぬ努力で築くゼロ災
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平成３０年労働災害発生状況について

業種 発生年

29年
全期

30年5月末

死傷(死亡) 死傷(死亡)
前年
同期比

増減率

全産業 294(0) 101(1) ＋3 3.1%

製造業 73 28 ＋1 3.7%

建設業 30 7 -3 -30.0%

土木工事業 11 2 -1 -33.3%

建築工事業 16 3 -4 -57.1%

その他建設業 3 2(1) ＋2 －

陸上貨物運送事業 49 14 -3 -17.6%

小売業 28 11 -3 -21.4%

社会福祉施設 24 15 ＋12 400.0%

【災害の傾向（事故の型別）】

ＮＥＸＴ→働き方改革支援センターのご案内

第91回 全国安全週間の実施について

期 間：平成30年7月１日（日）～ 7日（土）
【準備期間：平成30年６月１日（金）～30日（土）】

【スローガン】

安全週間及び準備期間中に実施する事項
① 安全大会等での経営トップによる安全への所信表明を通じた関係者の意思の統一及び安全意識

の高揚
② 安全パトロールによる職場の総点検の実施
③ 安全旗の掲揚、標語の掲示、講演会等の開催、安全関係資料の配布等の他、ホームページ等を

通じた自社の安全活動等の社会への発信
④ 労働者の家族への職場の安全に関する文書の送付、職場見学等の実施による家族の協力の呼び

かけ
⑤ 緊急時の措置に係る必要な訓練の実施
⑥ 「安全の日」の設定のほか全国安全週間及び準備期間にふさわしい行事の実施

全国安全週間 検索※詳しくは・・・

全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という崇高な基本理念の下、「産業界
での自主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図ること」を目的
に続けられ、今年で91回目を迎えます。
この間、労使が一体となった労働災害防止活動を展開し災害は減少してきましたが、昨年は古川労働基準

監督署管内で294件の休業4日以上の死傷災害が発生し、今年1月以降も昨年と同水準で災害が発生、2月
には死亡災害も発生しているところです。
安全週間準備期間及び本週間期間中においては、事業場内の安全衛生管理水準向上のため、下記実施要綱

を参考に安全衛生管理活動を展開し、事業場内の安全意識高揚、災害リスク低減に努めましょう。

（13次防重点業種）
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働き方改革支援センターのご案内

宮城労働局は、働き方改革に向け、特に中小企業・小規模事業者の方が抱える様々な課題に対応する
ため、ワンストップ相談窓口として宮城県社会保険労務士会が受託事業者となり「宮城働き方改革推進
支援センター」を開設しました。

労基署は「転ばぬ先の杖」ご不明な点や悩みごとがあればお気軽に御相談ください。
労働時間・残業代・労働条件関係は「監督課」、労働災害防止・健康確保対策関係は「安全衛生課」、労働
保険料・労災保険関係は「労災課」が窓口となります。TEL:０２２９－２２－２１１２

開 催 期 間 会 場 所 在 地 時 間 電 話 番 号

7月４日（水）～
7月10日（火）

古川労働基準監督署
1階会議室

大崎市古川駅南
2-9-47

9:00～12:00
13:00～16:00

0229-22-2112

労働保険年度更新申告書受付・相談コーナー

平成30年度 労働保険の年度更新
申告・納付は6月1日（金）から7月10日（火）までに！

＊駐車場の混雑が予想されますので、車でお越しの際はその旨あらかじめご了承ください。
＊上記期間以外についても、監督署窓口にて相談・受付を行っています。

 長時間労働の是正

 女性・若者が活躍しやすい環境整備

 賃金引き上げと労働生産性の向上

 非正規雇用の処遇改善

 柔軟な働き方がしやすい環境整備

 高齢者の就業促進

 病気の治療や子育て・介護等と仕事

の両立、障害者就労の推進

 雇用吸収力の高い産業への転職・再

就職支援、人材育成、格差を固定化

させない教育の充実

 外国人人材の受入れ

 各種助成金制度 など

宮城働き方改革推進支援センター

仙台相談窓口

宮城県社会保険労務士会内
仙台市青葉区本町1-9-5 五城ビル4Ｆ

相談日：毎日（土日祝祭日を除く）9時～17時

TEL：0120-750-573

出張相談会「古川相談窓口」

宮城労働基準協会古川支部内
大崎市古川駅南2-9-48

開催日時：毎月第2・第4水曜日10時～15時

TEL：0229-23-2257
※詳しくは、宮城労働基準協会古川支部へ、
直接、お問い合わせください。

たとえば、こんな相談！

STOP！転倒災害プロジェクト

～ 6月は重点取組期間です！ ～

一般的な転倒災害防止対策

 作業通路における段差や凸凹等の解消

 4S（整理・整頓・清掃・清潔）の徹底、床面

の水濡れ、油汚れ等の解消

 照度の確保、手摺りや滑り止めの設置

 転倒危険箇所への表示等による「見える化」

 作業に応じた耐滑性のある安全靴の着用

 定期的な職場内点検、巡視 など

STOP！転倒災
害

検索※詳しくは・・・

STOP！熱中症

クールワークキャンペーン実施中

 WBGT値を測定する暑さ指数計を準備し、適

切な暑さ管理を行いましょう。

 暑さ指数に応じて対応できるよう、余裕を

持った作業計画を立てましょう。

 労働者に、熱中症に関する教育（熱中症の症

状、緊急時の措置など）を行いましょう。

STOP！熱中
症

検索※詳しくは・・・

水分・塩分はこまめに補給しよう！

◎二次健康診断等給付制度をご活用ください◎

定期健康診断において、一定の異常所見がある場合に無料で精密検査等を受けられる労災保険給付制度です。


